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水稲の刈取時期による食味特性の品種間差異
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1 は じ め に

近年の食生活の多様化に伴い,良食味品種としてコンヒ

カリ,ササニシキが高い評価を得ているが,これらは育成

から既に25年以上も経っている。そして,現在の品種育成

の場においては,良質性と良食味性の追求に重点をおいた

品種改良が進められ,産地銘柄品種の育成が急がれている。

そこで食味特性の異なる品種を用い.作期,出穂後積算気

温ごとの刈取時期による玄米の品質 ,食味特性を明らかに

し,新品種育成上の参考とするために検討したので,そ の

結果を報告する。

2試 験 方 法

(1)供試材料 : 早生としてはなの舞,アキユタカ,中

晩生としてササニシキ, トヨニツキを用い,昭和63年 ,山

形農試庄内支場の圃場で行った。

12)試験条件 : 稚苗を 5本/株で,5月 12日移植を標

準値・ 5月 24日移植を晩植として手植えした。施肥は窒

素成分で09"/こ とし,刈取時期は,出穂後積算気温で
800,91Xl.1000,1100.1200℃ の 5段階とした。また,そ

の他の管理は慣行に準じた。

13)調査方法 : 粗蛋自質含有率,ア ミログラム特性値

は精米紛を用い,それぞれ近赤外分光分析機,ビ スコグラ

はなの舞

フにより求めた。食味官能値は,基準品種に庄内支場産の

ササニンキを用い,パネルテストによる総合評価のみとし

た。材料は,自然乾燥 し,19諄のお、るいに通したあと褐

精,紛砕した。ただし,品質調査には1888の お、るいを用

いた。

3 試験結果及び考察

表 1に生育,収量調査の結果を示した。出穂期は,晩植

が標準植に比較し早生で4日 ,中晩生で3日遅く,成熟期

は1～ 2日遅れで,ほ とんど差がなかった。全体に収量 .

籾数は多くないが,特に晩植は生育量不足により穂数 ,籾

数が少なく,登熟が早まったと考えられる。図 1に玄米品
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図 1 作期,刈取時期ごとの玄米品質
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表 2 各特性の分散分析
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注 有意水準 **:1% *:5%

質調査の結果を示した。早生では晩植が標準植に比較し整

粒歩合が高く,中晩生は作期の差が認められなかった。刈

取時期別にみると,いずれも積算気温800,900℃ が最も良

く,積算が進むにつれ劣化の方向に推移し,特にアキユタ

カでその程度が大きかった。

図2に精米の粗蛋自質含有率を示した。全般に800,900

℃で低く,積算が進むにつれ高くなった。作期による差は

認められなかった。

図 3に食味官能試験の結果を示した。サンプル数が少な

かったこともあり,作期による差は認められなかったが ,

品種 ,刈取時期による差は認められ,はなの舞で900℃ ,

ササニンキで800～ 1000℃ ,アキユタカ, トヨニシキでは
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図5 出穂後 15日 ごとの平均気温

800℃が良好であった。はなの舞,ササニシキの標肥では,

積算が進むと極端に劣化した。

次に,図 4にアミログラム特性のプレークダウン値の結

果を示したが,作期,刈取時期の差は認められなかった。

図 5に出穂後15日 ごとの平均気温の推移を示した。晩植

による出穂期の遅れは,早生で4日 ,中晩生で3日 の遅れ

にとどまり,中晩生では平均気温の推移に差は認められな

かった。しかし,早生では,15～ 30日 の15日間の平均気温

で15℃の差があり,こ の差が整粒歩合に作期の差として

現れたと考えられる。

4 ま  と  め

早生では,品質,食味とも刈取時期800～ 900℃ で良好

で,はなの舞とアキユタカの差が大きかった。その後積算

が進むと劣化の程度が大きくなった。中晩生でも早生の場

合と同様で,ササニシキとトヨニシキの差が大きかった。

このため品種育成において,籾数や収量がさほど多くない

段階で品質や食味特性を調査する場合は,800～900℃ で

刈取ると,各々の品種 .系統の最も良好な条件での比較が

可能となる。
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